
イベント☆募集☆お知らせば
じ

いけ ん

農
用
地
貸
借（
利
用
権
設
定
）

申
請
受
付
時
期
の
変
更

毎
月
受
け
付
け

　

市
で
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
く
農
用
地
貸
借
（
利

用
権
設
定
）
の
受
付
時
期
を
見
直

し
毎
月
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
出
書
の
提
出

締
切
日
は
毎
月
末

（
末
日
が
閉
庁
日

の
場
合
は
そ
の
翌

日
）
で
す
。
申
し

出
内
容
に
問
題
が

な
い
場
合
は
申
請
月
の
翌
々
月
の

公
告
日
以
降
に
効
力
を
発
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
業
振
興
課（
市

　

役
所
４
階
）
薊
32
‐
２
０
７
９

農
業
振
興
地
域
内
農
用

地
か
ら
の
除
外
申
し
出

期
間
内
に
手
続
き
を

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
な
ど

を
転
用
し
、
そ
の
目
的
外
に
使
用

す
る
場
合
に
は
事
前
に
農
振
農
用

地
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間　

８
月
２
日
豺
～
31
日

貂
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課
（
市

　

役
所
４
階
）
薊
32
‐
２
０
７
９

第
１
回
ひ
と
・
ふ
れ
あ
い

講
演
会

人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

と
き　

８
月
１
日
豸
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　

久
米
公
民
館

演
題　

差
別
を
な
く
し
て
最
高
の

笑
顔
を

講
師　

桂
七
福
さ
ん
（
落
語
家
）

定
員　

２
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
啓
発
課

　

薊
31
‐
０
０
８
８

あ
ま
ん
き
み
こ
児
童
文

学
講
座

ご
参
加
く
だ
さ
い

と
き　

８
月
７
日
貍

内
容
・
時
間　

①
物
語
の
読
み
の

力
を
高
め
る
研
修
講
座
＝
午
後

０
時
50
分
～
２
時
55
分
②
子
ど

も
の
成
長
と
児
童
文
学
講
座
＝

午
後
３
時
10
分
～
４
時
50
分

と
こ
ろ　

美
作
大
学
（
北
園
町
）

講
師　

あ
ま
ん
き
み
こ
さ
ん
（
児

童
文
学
作
家
）

定
員　

２
０
０
人

参
加
費　

①
千
円
（
資
料
代
）
②

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

締
め
切
り　

７
月
26
日
豺

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

薊
32
‐
２
１
１
８

地
産
地
消
セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
ヒ
ル
ズ
」
大
お
盆
市

お
盆
の
準
備
に
ど
う
ぞ

と
き　

８
月
10

日
貂
午
前
９

時
～
午
後
６

時
と
こ
ろ　

サ
ン

ヒ
ル
ズ
駐
車

場
（
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
前
）

内
容　

お
盆
用
の
花
各
種
や
新
鮮

な
農
産
物
・
加

工
品
、
焼
き
そ

ば
、
か
き
氷
、

焼
き
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
販
売

問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
つ
や
ま
東

部
営
農
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
薊
29
‐

２
９
１
１

締
め
切
り　

８
月
20
日
貊
（
当
日

消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
企
画
課

薊
32
‐
７
０
２
６

美
作
学
講
座
～
中
世
山
城

の
世
界
～
第
４
回
講
座

生
涯
学
習
講
座

と
き　

８
月
21
日
貍
午
後
１
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

美
作

大
学

演
題　

森
家
を

め
ぐ
る
城
々 

金
山
城
か
ら

津
山
城
ま
で

講
師　

福
田
久

子
さ
ん
（
森
家
研
究
家
）

参
加
費　

無
料（
別
途
資
料
代
要
）

定
員　

１
２
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

薊
32
‐
２
１
１
８

美
作
大
学
公
開
講
座

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

時
間　

午
後
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

美
作
大
学
（
北
園
町
）

定
員　

各
講
座
20
人

申
込
方
法　

美
作
大
学
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
え
て
直
接
ま
た

は
郵
送
で
申
し
込
む

締
め
切
り　

８
月
13
日
貊

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
８

　

５
１
１
津
山
市
北
園
町
50
美
作

大
学
薊
22
‐
７
７
１
８

お
ぎ
ゃ
っ
と
21in

津
山

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

乳
幼
児
が
父
母
な
ど
と
一
緒
に

遊
び
、
学
び
、
楽
し
め
る
参
加
型

の
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

９
月
４
日
貍
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア

ル
ネ
・
津
山
４
階
）

募
集
作
品　

子
育
て
川
柳
＝
１
人

１
句
ま
で　

子
ど
も
の
笑
顔
写

真
＝
Ｌ
判
写
真
、
１
人
１
枚
ま

で　

手
作
り
キ
ャ
ラ
弁
＝
手
作

り
弁
当
・
手
作
り
お
菓
子
の
写

真
（
Ｌ
判
）
と
レ
シ
ピ
（
Ａ
４

サ
イ
ズ
ま
で
）

応
募
方
法　

募
集
作
品
を
添
え
て
、

は
が
き
ま
た
は
封
書
で
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
④
笑
顔
写

真
に
は
子
ど
も
の
年
齢
を
明
記

し
、
〒
７
０
０
‐
８
６
３
４
岡

山
市
北
区
柳
町
２
‐
１
‐
１
山

陽
新
聞
社
事
業
局
内
お
ぎ
ゃ
っ

と
21
「
各
募
集
作
品
名
」
係
に

応
募

※
作
品
は
会
場
内
へ
展
示
。
な
お
、

応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却

し
ま
せ
ん

※放送日時は変更になる場合があります

８月２日㈪～８日㈰  偶数時台の各15分から
｢こども医療費公費負担制度について」

27 2010.7 262010.7

手続きをお忘れなく
特別児童扶養手当所得状況届
　８月以降の支給要否を確認す
るため、所得状況届を提出して
ください。
　支給停止中の人も必ず提出し
てください
特別障害者手当等現況届
　障害児福
祉手当、特
別障害者手
当、経過的
福祉手当の受給者は現況届を提
出してください。
受付期間　８月11日貉～９月10

日貊
問い合わせ先　障害福祉課（市
　役所１階８番窓口）薊32-20
　67、蕭32-2153

美術展「写真」の作品募集美術展「写真」の作品募集
作州津山宮川朝市

とき　８月８日㈰午前７時～10時
ところ　宮川河川敷
問い合わせ先　農業振興課薊32-2079

加茂の朝市
とき　８月15日㈰午前８時～
ところ　加茂町インフォメーションセンター
問い合わせ先　加茂町観光協会薊42-4
　402

と　き

　８月27日貊

　９月 2日貅

　９月 3日貊

　９月 7日貂

　９月10日貊

　９月16日貅

　９月17日貊

内　　容

　アルコール発酵の過去・現在・未来

　乳製品の加工と試食

　澱粉（でんぷん）科学のおもしろ実験

　岡山名産テンペを学ぼう

　パン作りを通してアレルギーを学ぼう

　食油とのつきあい方を科学する

　環境問題へのバイオの挑戦

募集作品　半切、Ａ３（Ａ３ノビ可）の
　モノクロまたはカラープリントで、単
写真に限る。（デジタル写真可、た
だし加工は不可）

応募点数　１人２点まで
賞　文部科学大臣賞　国民文化祭実行委
員会会長賞　岡山県知事賞ほか

応募方法　国民文化祭推進室や市内図書
館、公民館などに備え付けの応募用
紙に必要事項を記入し、搬入場所に
直接または委託業者などにより搬入

応募料　１人2,000円。募集要項に添付
してある払込用紙で８月20日貊まで
に払い込むこと

搬入日　９月４日貍・５日豸
搬入場所　日本通運株式会社早島物流セ
ンター（都窪郡早島町矢尾823）

※８月16日豺〜 31日貂は、文化振興課
（〒708-8501津山市山北520）でも直

　接または郵送で作品を受け付けます
問い合わせ先　国民文化祭推進室
　（市役所４階）薊32-7001、蕭32
　-7002


